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1 はじめに
現在,積雪寒冷地に建設される構造物の屋根

上積雪荷重の評価は,建築基準法あるいは日本

建築学会の建築物荷重指針に基づく方法が一般

的とされている。1993年に改定された建築学会

の荷重指針
1)で
は,基本的な屋根形状について

のみ 1. 2月 の平均風速を基準風速とした屋根

形状係数μ (本研究で用いている積雪深比と同

等の意味を示し,地上積雪に対する屋根上積雪

の割合を表す係数である。)を定め,こ の係数

を地上積雪荷重に乗ずることにより,屋根上積

雪荷重の評価を行っている。

本研究では,日 本建築学会雪荷重指針の適合

性を検討することを目的に,基本屋根形状であ

る陸屋根に関する既往の屋根上積雪調査資料の

収集し,分析を行った。分析は,屋根上積雪の

形成に影響を与える建物高さ,パ ラベット高さ,

屋根面積等の建物固有条件と屋根上積雪状況と

の関係を風速と関連付けて検討した。また,筆

者らの研究によって地上および屋根上積雪深の

急増に大きな影響を与えると考えられている日

降雪の深さ10cm以 上の日 (本研究では, 日降雪

の深さ10cm以上の日を『多量の降雪時Jと定義

すると共に,以下,「多量の降雪時』と記す。)
の風速特性を分析し, 1, 2月 の平均風速との

比較を行うことにより,屋根上積雪形状に及ぼ

す影響について検討した。

2 研究方法
北海道,東北および北陸で実施された屋根上

積雪深の屋外調査に関する既往の研究の中から

陸屋根について記載された25編
2)～ 18)を

対象に,

『建物階数』,『建物高さ』,『パラベット高

さ』,「屋上面積』,「観測期間中における地

上および屋根上積雪深の最深値および積雪深比』

について整理した。日本建築学会の指針で基準

風速として用いられている 1, 2月 の平均風速

建物高さ (m)

図 1 建物高さと積雪深比との関係
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屋根上積雪形状に関する研究

○新井 覚,伊東 敏幸,苫米地 司 (北海道工業大学)

は, r日 本気候表 (1961年 ～ 1990年 )』 ,『北

海道のアメダス統計 I・ Ⅱ』および『アメダス

準平年値FD(1979年 ～ 1990年 )』 か ら,調査地

点に最も近い気象官署あるいは地域気象観測所

の観測値から求めた。 これ らの値を用いて,屋

根上積雪の形成に影響を与える建物高さ,パ ラ

ペ ット高さ,屋根面積等の建物固有条件 と屋根
上積雪状況 との関係を風速 と関連付けて検討し

た。

多量の降雪時の風速特性に関する分析は,北
海道内22の気象官署を対象に行った。分析に用

いた気象資料の収集は,札幌管区気象台の『地

上気象観測 日原簿』か ら各気象官署において観

測資料が整っている1955年 以降の年最大積雪深

の上位 5年および 12月 ～ 3月 までの日降雪の深

きの月極値上位 5位に該当する日降雪の深さ10

cm以 上の 日とその前日を対象に,観測時間毎の

『降雪の深さ』および『風速』の観測値を抽出

した。

3 研究結果
建物高さ,パラペット高さおよび屋根面積と

積雪深比との関係について,図 1～ 3に示す。

建物高さと積雪深比との関係 (図 1)におい

て積雪深比分布を包括する曲線を引いてみると,

曲線は建物高さ 15m辺 りから建物高さの増加に

-42-



伴い二次曲線的に減少する傾向がみられる。こ

れは,建物高さが増加するに従い周辺環境から

受ける影響が次第に減少するためと考える。

パラベット高さと積雪深比との関係 (図 2)

についてみると,包括曲線はパラペット高さの

増加に伴い徐々に増加する傾向がみられる。な

お,パ ラベット高さ45cnの建物で積雪深比が 1

80と 著しく大きい値を示している場合がみられ

るが,こ れはパラベットと共にその内側に設置

された 120cDの フェンスが影響し,屋根上に雪
が堆積しやすい状況になったためと考える。

屋根面積と積雪深比との関係 (図 3)につい
てみると,包括曲線は屋根面長さ 20m辺 りから

減少を始め,屋根面の大規模化に伴い次第に積
雪深比 10(=地 上積雪深)に近づく傾向がみ
られる。また,積雪深比 10付近に位置する建
物の高さについてみてみると,屋根面積に関係
なく建物高さ 5m前後の低層建築物が該当して

いる。これらについては,吹雪によって舞い上
がる地上雪や隣接する構造物による弱風領域の

形成が影響し,屋根上に生ずる吹きだまりが関
係していると考えられる。

次に,屋外調査で得られた積雪深比 (地上積
雪に対する屋根上積雪の割合を表す係数)と 日

本建築学会の指針に従って各調査地点における

1. 2月 の平均風速を用いて算出した屋根形状

係数 (前述の積雪深比と同等の意味)と を建物

高さ別に比較した例を,図 4～ 6に示す。
『建物高さ≦ 5m』 の場合 (図 4),風 速の
強弱に関係なく積雪深比が 10付近に多く分布

しており,指針との対応は必ずしも良いとは言
えない。これは,建物高さが低いために吹雪に

よって舞上げられる地上雪や隣接する構造物の

影響で弱風領域が生ずること等が積雪深比の増

大に関与しているためと考える。

r9m<建物高さ≦13mJの場合 (図 5),若
千ではあるが風速の増加に伴う積雪深比の減少

傾向が現れている。現行の指針との関係につい

ては,風速30m/s以上において指針の屋根形状

係数を上回る場合が幾つかみられる。これらの

建物のパラペット高さについてみると50cm～ 15

0cmの場合が多く該当することから,屋根面の
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図 2ノ ラヽベット高さと積雪深比との関係

（引
製
＼
引
騨
四
）
〓
既
顧
諄

（Ｈ
製
＼
「
堅
幽
）
〓
騰
師
屋

（引
雲
＼
Ｈ
専
咄
）
〓
疑
蜘
轟

（Ｈ
製
＼
Ｈ
騨
岬
）
〓
賦
帥
暉

18
16
14
12
:

03
06
04
02
0

1 8

16
14
12
1

08
06
04
02
0

１

　

図

４

０

　

　

図

０
　
　
図

2      5    10   20     50   100  200

屋根面長さ :ν屋上面積 (■ )

屋根面積と積雪深比との関係

10 20 30 40 50 60 7
1, 2月 の平均風速 (m/s)

実測値と屋根形状係数との関係

:0 20 30 40 50 60 7
1. 2月 の平均風速 (m/s)

実測値と屋根形状係数との関係

(9m<建物高さ≦13m)

18
1 6

14
1 2

!

08
06
04
02
0

300    400    500    600

バラベット高さ (cm)

● 1建物高さ

.■二1::

６
９
■
＝
い

一
”
”
”
”
”

０
“
“
“
籠
“3. D

=
L

●「
●

●
コ,1'
ら

“午
＾

‐ ‐ 1日 本違晨学会

菫晏物荷■鮨II 一　
一　
´
０
簿
織
ｒ

腱 勒高さ≦ 5■ ,
● :だ ,ヾ ,1高 0～ 50c■
■ :60`=～ 〕OO(■
▲ :100● ●～150`●
0,ヽ 0●■～200o●
Cl i 200`● ～
Δ :萬さ不明

△  :

^ △

a 舎

(建物高さ≦ 5m)

ハバ ,1萬 (5`・ +,`ス高 2,`● :

.‐ ‐ ,日 本菫■学会  |
強晏物■■指針

|

1  4  1
「
===JL二

":二

|

L

革

(9oく菫力高さ≦〕:`1
0:ば ,ヽ ,1萬 0～

`01●■ :50`●～1,0●■
▲ :1101■～150`,
0,1501■ ～2,0`●
0:200● ●～
△ :高さ不明

堕EEl ●
一
▲

▲

-43-



北海道の雪氷 No 15(1996)

風下側において発生する吹きだまり等の偏分布

が影響 していると考える。

『建物高さ>21m』 の場合 (図 6),実 測例
は少ないものの風速の増加に伴う積雪深比の減

少傾向は最も顕著に現れている。また,パ ラペ

ット高さが著しく高い地点を除いて,積雪深比
の大部分が現行の指針よりも低い値を示してい

る。これは,建物高さの増加に伴い隣接する構
造物等の周辺環境からの影響が減少するためと

考える。

以上の結果をみると,建物高さおよびパラベ

ット高さの影響を顕著に受ける場合を除き,い
ずれの建物高さにおいても大部分の調査例が 1,

2月 の平均風速を用いて求めた屋根形状係数と

同程度か,あ るいはそれよりも低い値を示して
いる。このことから,現行の荷重指針の評価基
準が安全値側の考え方に位置していることが明

らかとなった。なお,指針に従って算出した屋
根形状係数よりも著しく低い積雪深比を示す地

点に関しては,冬期間における降雪状況や風速
特性等を分析 し,その地点の気象条件に合った
基準風速の設定を行う必要があると考える。

そこで,北海道内を対象に多量の降雪時の風
速特性と 1, 2月 の平均風速との比較を行い ,
これらの風速と降雪の状況から基本屋根形状で

ある水平屋根の屋根上積雪形状について検討し

た一例を,図 7～ 9に示す。
札幌の場合 (図 7)をみると,多量の降雪時
の平均風速および 1. 2月 の平均風速は共に2
0m/s前後を示し,両者の風速に大きな違いはみ
られない。また,大部分の降雪が風速30m/s以
下で発生していることから,屋根上積雪に偏分
布はみられず,ほぼ均―な堆積形状を示すと考
えれられる。

毎年,突発的な大雪が発生する広尾の場合
(図 8)をみると, 1, 2月 の平均風速は札幌
と同様に20m/s程 度であるのに対し,多量の降
雪時の平均風速は42m/sを 示し,前者の風速よ
り20m/sも 大きくなる傾向が現れている。また ,

全降雪が風速20m/s以 上で発生していることか

ら,多量の降雪時の平均風速の方が降雪の発生
状況に適した風速であると考えられる。従って ,

10 20 30 40 50 60 70
1. 2月 の平均風速 (m/5)

実測値と屋根形状係数との関係

2468,01214
風速 (厠/S)

多量の降雪時の風速特性と
1, 2月 の平均風速との関係 (礼幌 )
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図 8多 量の降雪時の風速特性と
1, 2月 の平均風速との関係 (広尾 )

広尾における屋根上積雪形状は 1, 2月 の平均
風速を用いた場合よりも,多量の降雪時の平均
風速を用いた場合の方が全体的に積雪深は減少

し,屋根上積雪荷重に関しても軽減されると考
える。

道東に位置する網走の場合 (図 9)を みても ,
多量の降雪時の平均風速の方が 1, 2月 の平均
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風速よ りも25m/s程 度大きく,広尾と同様に大

部分の降雪が 1, 2月 の平均風速以上で発生し

ている。従 って,網走においても多量の降雪時
の平均風速を用いた場合の方が,屋根上積雪深
および積雪荷重は減少すると考える。

以上のように,積雪深の増加に影響を及ぼす
と考えられる日降雪の深さ 10cm以上の日の風速

特性について分析 し,現行の荷重指針 に用いら
れている 1. 2月 の平均風速との比較を行って

みると,北海道の中でも両者の風速が一致 して
いる地点と, していない地点とに分けられるこ

とが明らかとなった。従って,両者の風速を使
い分け,各地点の降雪の発生状況に合った基準
風速の設定を行 うことで,よ り適切な屋根上積
雪荷重の評価および積雪荷重の軽減が可能にな

ると考える。

4 まとめ
本研究では,屋根上積雪の形成に大きく影響
を与える建物高さ,パ ラペット高さおよび屋根
面積等の建物固有条件と屋根上積雪状況との関
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図 9多 量の降雪時の風速特性と
1, 2月 の平均風速との関係 (網走)

係を風速と関連付けて検討すると共に, 日本建

築学会雪荷重指針の適合性について明らかにす

ることを目的とした。

その結果,現行の荷重指針がいずれの風速域
においても安全値側の評価に位置することが明

らかとなった。今後,よ り適切な屋根上積雪形
状の推定あるいは積雪荷重の評価を行うために

は,各地点毎の降雪状況並びに風速特性を考慮
した基準風速の設定が必要であると考える。
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